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耕作放棄地の解消にご協力を！
農地バンク制度
農業委員のコラム
農地の貸し借りには利用権設定が必要です
知って得する！農業者年金
アライグマに注意！
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「かわみん」　　　 「かわべえ」

林  成幸さん（大字加胡）
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川島町の担い手農家紹介
　林さんは、父が築き上げた主穀農家の後を継ぎ、現在大規模農家とし
て活躍しています。小見野・中山地区に米穀を約22ha、麦を堤外地に約
10ha耕作しています。近年では、畑で金ゴマを作付けしており、町の特
産品として期待しています。



　農地バンク制度は、所有者が管理できなくなった農地を登録してい

ただき、借りたい人に紹介して、利用していただく制度です。

　お気軽にご相談ください。

次のようなかたは登録をお勧めします。
①農地を借りて経営規模を拡大したい
②後継者不足などの理由により、経営規模を縮小したい
③ 高齢化などの理由により、耕作が困難になり、農地が遊休・
荒廃化することが心配

※登録した農地は、必ず借りたい人が見つかるわけではありません。

ご了承ください。

　詳しくは、農業委員会にお問い合わせください。

 ☎ ２９９－１７６０

登録状況（Ｈ28. ９. １現在）

登録者数 22 人

登録筆数 95 筆

登録合計面積 49,709 ㎡

契約済実績

契約済者数 2 人

契約済筆数 22 筆

契約済面積 15,946 ㎡

　農業委員会では、耕作放棄地の解消に向けて、毎年農地パ
トロール（現地調査）を行っています。
　今年も８月上旬に、町内全域の農地を６日間にわたり調
査しました。

～遊休農地は地域に迷惑をかけています！～
①病害虫 ･鳥獣被害の発生、雑草の繁茂、用排水施設の管理に

支障をきたし、周辺地域の営農環境に悪影響を及ぼします。

②土砂やゴミの無断投棄、火災発生の原因となり、地域住民の

生活環境に悪影響を与えます。

③雑草等が交通車両の視界の妨げとなり、大きな事故につなが

る要因となります。

～耕作放棄地に対する指導～
　農地を農地として利用していない場合

や直ちに耕作できるように管理していな

い状況を発見した場合は、違反転用また

は耕作放棄地として認定し、所有者に対

して改善されるまで指導、勧告等を行い

ます。

・・・・・ かけがえのない農地を有効に活用しましょう ・・・・

雑草の草刈り、耕うん等を自分で行え
ないかたは、下記の事業所でも請け
負っています。

○川島町シルバー人材センター
 ２９７－０８２２
○JA埼玉中央　㈱比企アグリサービス
 ２９７－１８０８

【遊休農地の課税強化】
●農地中間管理機構と協議すべきことを勧告した農業振興地域内の遊

休農地を対象に固定資産税が強化されます。

●固定資産税の評価額は、売買価格×0.55となっていますが、遊休農地

は0.55を乗じないこととなります。（実質1.8倍となります。）

●平成29年1月1日時点で協議勧告が行われた場合、平成29年度の固

定資産税から適用されます。

農地バンク制度農地バンク制度農地の貸し借りを応援します！

耕作放棄地の解消にご協力を！

ストップストップ！
遊休農地遊休農地

ストップストップ！
違反転用違反転用

ストップストップ！
不法投棄不法投棄

ストップストップ！！
遊休農地遊休農地

ストップストップ！！
違反転用違反転用

ストップストップ！！
不法投棄不法投棄
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『技術の進歩とともに』

　私が子供の頃、農家では田畑を耕すために牛を飼っ

ていました。また、田植えの時期には農繁休みがあり、

子供達も田植えを行う「立派」な労働力になっていま

した。

　それから時代は進み、耕すための道具は牛から耕

運機、更にはトラクターへと、田植えは人力から田植

機へと変わりました。様々な技術の進歩により、農作

業もずいぶん楽になったと感じています。

　でも、時々頭に浮かぶのは、チャップリンの映画『モ

ダンタイムス』。トラクターや田植機にＧＰＳや人工

知能が搭載され、無人で動くようになる時代は、すぐ

そこまで来ています。一方で、このまま便利な生活を

続けると環境が破壊され、地球温暖化はますます進

み、様々な災害が発生するとも言われています。子供

の頃、家の裏の川にはシジミやタナゴが取れましたが、

いつの間にか見ることもなくなりました。≪寂しい≫

と昔を懐かしく思うのは、歳を取った証かもしれませ

ん。便利な道具はこれからも開発され、使われていく

でしょう。しかし、それらが環境に及ぼす影響につい

ても考えていく必要があるのではないでしょうか。

　自然は少しずつですが、元に戻ってきています。こ

の自然がいつまでも続くことを願っています。

 （小島　麻寿）

田園風景を後世まで

　川に囲まれた川島町は、自然の恵みを受けその農地

に最も適している作物は、基本食料の米で、連作障害

もなくその生産の安定性は先人達の歴史が証明してい

ます。

　しかし現在では、米の消費量の減少に伴い、生産調

整が必要となり、又消費者の低価格米への志向が強い

事等から、米価は下落しています。

　それに追い討ちをかけるような、農家の後継者不足、

農業従事者の高齢化などの諸問題が起きており、残念

ながら町内にも遊休農地がみられ胸が痛みますが、そ

れ以上に先人の稲作に対する思いと苦労して残してく

れた田んぼに、整然と生育している稲は大変美しいも

ので、このような見渡す限りの田園風景が末永く続く

事を願っております。

　農業委員になり、はや一年が過ぎました。

主な業務は、農地の移動に関する許可・認可、耕作

放棄地対策等で責任ある仕事であることを、身をもっ

て感じております。

　今後も農家の皆様の役に立つよう他の委員と共に

農業委員活動に努めたいと思います。

 （梶野　芳男）
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よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
よ
り
利
用
権
設
定
を
し
た
場
合
は
利

用
権
設
定
等
申
出
書
（
契
約
書
）
を
役
場
に
提
出

し
、
町
が
農
用
地
利
用
集
積
計
画
書
を
告
示
す
る

こ
と
で
貸
借
が
開
始
さ
れ
、
契
約
期
間
が
満
了
し

た
時
点
で
自
動
的
に
貸
し
手
に
農
地
が
戻
り
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
契
約
期
間
中
で
も
双
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年
２
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出
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日

　

５
月
の
農
業
委
員
会
で
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し
、
６
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日
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農
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用
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※
申
出
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員
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あ
り
ま
す
。
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新

　

契
約
期
間
満
了
の
２
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前
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に
貸
し
手
、

借
り
手
の
双
方
に
期
間
満
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の
通
知
を
し
ま
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借
り
手
に
は
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更
新
す
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合
の
申
出
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で
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契
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を
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願
い
し
ま
す
。

農地の貸し借りには利用権設定が必要です
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農業者年金知って得する！

あなたの老後生活への備えは十分ですか？ 年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。老後の備
えは国民年金プラス農業者年金がおすすめです。しっかり積み立て、がっちりサポート。安心で豊かな老後を！

農業従事者なら誰でも加入できます

　

今
年
の
田
植
え
は
、
水
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
直
前
の
雨
で
何

と
か
間
に
合
い
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た
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近
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の

温
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で
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と
な

り
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・
猛
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と
な
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状
況
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の
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も
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が
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り
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す
。
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の
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よ
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あ
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す
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ま
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調
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の
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Ｐ
合
意
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予
想
さ
れ
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生
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者
は
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し
て
い
ま
す
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川
島
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、
一
望
水
田
地
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で

あ
り
、
先
人
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ら
稲
作
を
主
体
と

し
た
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を
受
け
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で
き
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し

た
。
今
後
も
後
継
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て
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積
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り
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農
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を
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島
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豊
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自
然
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残
し
て
い

く
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と
が
、
今
の
私
達
の
責
任
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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●農業者年金とは
　 農業者年金は、日本農業の担い手である農業者の
老後の安定を図ることなどを目的とした、農業者

だけが加入できる「農業者のための年金」で、国

民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的な

年金制度です。

●加入要件
　 国民年金の第１号被保険者で年間60日以上農業に
従事する20歳以上60歳未満の方。

●特徴
　 積立方式で安心した財政運営です。年金額は加入
者・受給者数に左右されない、少子高齢時代に強

い制度です。

●80歳までの保証がついた終身年金です
　 仮に加入者や受給者が80歳になる前に亡くなった
場合は、80歳までに受け取るはずの相当額を死亡

一時金として遺族が受け取れます。

●保険料
　 保険料は、月額2万円から6万7千円までご自身のラ
イフプランに合わせて千円単位で自由に選択でき

ます。

●税制面でも大きな優遇
　 支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象
となり、節税につながります。さらに、お受け取

りになる農業者年金は、公的年金控除の対象とな

ります。
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近
年
、
町
に
て
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
や
人
家
に
住
み

つ
く
な
ど
の
生
活
環
境
被
害
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、町
で
は
、「
埼
玉
県

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
」に
基
づ

い
て
防
除
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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の
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対
策
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イ
グ
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は
、
雑
食
性
で
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
ス
イ
カ
な
ど
が
好
物
で

す
。
防
鳥
ネ
ッ
ト
で
は
、被
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を
減
ら

す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、被
害
防
止
電

気
柵
が
有
効
で
す
。
ま
た
、収
穫
し
な

か
っ
た
農
作
物
や
生
ゴ
ミ
な
ど
を
農

地
に
放
置
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

生
活
環
境
被
害
対
策

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
家
屋
や
納
屋
な

ど
の
屋
根
裏
に
巣
作
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
侵
入
防
止
の
た
め
、
侵

入
さ
れ
や
す
い
場
所
を
完
全
に
ふ
さ

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
餌
と

な
る
よ
う
な
も
の
を
戸
外
に
放
置
し

な
い
こ
と
や
、
屋
根
に
か
か
る
樹
木

の
枝
を
剪
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

被
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に
お
困
り
の
方
は

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
鋭
い
ツ
メ
や
キ

バ
を
持
ち
非
常
に
気
性
が
荒
い
の
で
、

む
や
み
に
手
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
捕
獲
器
で
捕
獲
す
る
の
が
有
効

で
す
の
で
農
政
産
業
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
政
産
業
課　
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川島町でのアライグマ捕獲数

※H28年度については9月1日現在

ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意
！
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